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研究成果の概要（和文）：世の中に存在する多くの問題が、技術あるいは社会科学など、個別の学術分野だけでは解決
ができない。本研究では、システムズエンジニアリングとデザイン思考とを統合した学問分野横断的なシステムデザイ
ン方法論の基本的な体系を構築した。この方法論は、対象を俯瞰的かつ系統的にみるシステムズエンジニアリングと、
対象を人間中心でみるデザイン思考とを組み合わせたものとなっており、より幅広い対象に有効であるようにするため
に、１つの決まったプロセスを決めるのではなく、対象に応じて自由にプロセスをデザインできるとした。また、この
方法論を実社会の問題に適用してみることで、その有効性の検証をおこなった。

研究成果の概要（英文）：Many existing issues cannot be solved by one discipline like engineering or social
 science. In this research we developed basics of interdisciplinary system design methodology to integrate
 systems engineering and design thinking. This methodology is developed by combining systems engineering, 
which is systemic and systematic approach, and design thinking, which is human centered approach. This met
hodology does not provide specific process but support for users to be able to design processes in accorda
nce with its application object in order to make this methodology more applicable to broader objects. And 
we applied this methodology to real world issues and validate it.
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１．研究開始当初の背景 
環境問題に代表されるように、現在の世の中
の多くの課題を解決するためには、技術だけ
なく、社会的な側面も考慮した上でシステム
をデザインする必要がある。つまり、技術だ
けでなく、ビジネス、政治・経済、人間社会
などを１つの大規模なシステムとして統合的
にデザインする学問の体系化と方法論の構築
が必要である。欧米では、システムズエンジ
ニアリングが複数の学問領域にまたがる問題
解決の役割の一翼を担ってきた。そして、特
に米国では、システムズエンジニアリングに
そった教育研究がMIT、Stanfordを初めとする
75校の大学、大学院で体系的、実践的に行わ
れている。しかしながら、これらも技術シス
テムにおける複数分野にまたがる研究、教育
となっている。日本だけでなく、世界レベル
で見ても、技術システムと社会システムを統
合的に扱うシステムデザイン方法論の構築と
その教育の実施が急務である。 
 
２．研究の目的 
この研究では、複数のディシプリンにまたが
るアプローチであるシステムエンジニアリン
グの考え方を基礎とし、その適用分野を広く
社会システムへ拡張して適用し、ディシプリ
ンを統合するためのシステムデザイン学の体
系化及び方法論の構築を行う。また、その方
法論を実社会の問題に対して適用してみるこ
とで、その有効性を検証する。 
本研究では大きく以下の４つの項目について
明らかにする予定である。 
(1) 統合システムの俯瞰的側面 
(2) 要求分析方法論 
(3) アーキテクチャ設計における視点の
構成方法とそれらの関係 

(4) インテグレーションと検証・妥当性
確認の方法論と手法選択方法 

(1)では、統合システムを構成する技術システ
ム並びに社会システムがどのような関係とな
っており、相互にどのような影響を与えあう
のかを明確にする。(2)では、統合システムに
おける要求分析の方法論として、どのような
プロセスで何を明確にしていけばよいかを明
確にする。(3)では、統合システムをどのよう
な視点で見ることで、統合システムのデザイ
ンを実施できるかを明確にし、問題に対して
柔軟に視点を構成して統合システムのアーキ
テクチャデザインを行うための方法論を確立
する。(4)では、統合システムの検証及び妥当
性確認を行い、インテグレーションを実施す
るための方法論と、そのために必要な手法を
明確にするとともに、対象に併せてどのよう
に適切な手法を選ぶかについて明確にする。
特に、社会システムについては、政治、外交、
経済、金融などのシステムに代表されるよう
に、システムという言葉は人口に膾炙してい
るものの、システム問題の特定と境界設定、
要求分析、分解と統合、検証など、技術シス
テムでは一般化されているシステムズ・アプ

ローチに不可欠な方法論が未だに確立してい
ない状況にある。そこで、社会システムの特
長と分析における留意点を明らかにしつつ、
社会システムに対する横断的かつ体系的なシ
ステムデザイン学の方法論の構築を行う。 

 

３．研究の方法 
本研究は大きく以下の３段階にて行う。 
(1)個別タスク毎の俯瞰的アーキテクチャ検
討 
(2)個別タスクのインテグレーション 
(3)実問題への適用による方法論の検証 
(1)では、各タスク（要求分析、アーキテク
チャ設計、インテグレーションと検証・妥当
性確認）において、対象を技術システム並び
に社会システムとした場合の共通性と特殊
性を明確にするとともに、それらの関係を明
確にする。(2)では、各システムにおいて、
各タスク間のステップを明確にする。(3)で
はこれらの手法を実際の問題に適用し、評価
を行う。 
 
４．研究成果 
(1)技術システム並びに社会システムでの共
通性と特殊性を明確にするために、これまで
は技術システムだけに適用されてきていた
システムデザイン手法を社会システムへ適
用するための方法についての研究を実施し
た。具体的には、小規模な社会システムデザ
インを対象として、従来技術システムのデザ
インで実施されてきたプロセス、手法の適用
を試み、得られた結果をまとめ、成果の発表
を行った。具体的には、秋田県の中心市街地
活性化するためのシステムデザイン、遊園地
における価値協創過程の分析、スキーを対象
としたスポーツ教育システム及び商店街活
性化システムデザインに対して、システムエ
ンジニアリング手法を拡張した上で適用し、
その有効性を評価した。評価においては、シ
ステム動作の健全性に関するシステム評価
および、アンケートやインタビュー、観察な
どによる評価を実施し、システムデザインの
各タスクおける統合的なデザイン方法論に
ついて、システム間での共通点や相違点を明
らかにした。これらを通じて、実行したデザ
インのプロセス・手法を評価することで、技
術システム及び社会システムのデザインに
必要となるプロセスでのタスクを俯瞰的に
整理することができた。また、小規模システ
ムの試行や、識別されたプロセスや手法の特
徴について、得られた結果をまとめ、成果の
発表を行うことができた。 
 
(2)技術システムの開発方法論から、システ
ムエンジニアリングプロセスの一般化のた
めの整理を行った上で、社会システム開発の
特徴を元に、システムエンジニアリングプロ
セスを社会システムに適用するための方法
論の構築をおこなった。また、社会システム
の設計方法論と技術システムの設計方法論



との共通点・相違点を明確にし、システム開 
発方法論の再構築をおこなった。これにより、
技術システムとしては、情報システム開発に
おける品質保証の在り方にシステムデザイ
ンの考え方を適用し、より確実に品質を確保
することをおこなった。また IT システム開
発のマネジメントにシステムデザイン学を
適用し、確実なマネジメントをおこなう方法
を設計した。更に、社会システムとして、政
策の設計及び地域活性化、マーケティングに
ついて、システムデザイン学の考え方の適用
を行った。特にマーケティングについては、
これまで設計手法が確立していない Cause 
Related marketing の設計手法をシステムデ
ザイン学に基づき構築し、実際にワークショ
ップを開催してその有効性評価をおこなっ
た。 
 
(3) 社会システムとしては、特に、地域活性
化のように複合的な問題の解決に対して、も
のづくりのアプローチを拡張し、適用した。
この際、そのままでは適用できないところを
部分的に問題領域にあったものにテーラリ
ングすることで、基本的な考え方やアプロー
チとしては適用可能であることを示した。一
方で、研究を進めている中で、必ずしもシス
テムズエンジニアリングだけではなく、デザ
イン思考に代表される多くの人と一緒に多
様性と集合知を活かして進めることが、もの
づくりよりも更に重要であることが認識さ
れ、実際に適用することでその有効性が確認
できた。このアプローチは、逆にものづくり
側では、新製品開発などでは大変有効であり、
これまでのシステムズエンジニアリングだ
けによるアプローチよりも、よりよいアプロ
ーチとすることができた。このように、技術
システムと社会システムのそれぞれの特徴
にあわせた手法を統合することで目標とす
るシステム統合的なデザイン方法論の構築
ができた。特に、イノベーション創出に向け
て、これまでにないものを実現するためのデ
ザイン方法論として活用できることがわか
った。 
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